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まつのやま（1◎

よろしくお願いします

（浦田駐在所）

　
安
塚
警
察
署
浦
田
駐
在
所
に
勤

務
さ
れ
て
い
た
管
井
巡
査
が
、
八

月
末
で
転
勤
さ
れ
、
後
任
と
し
て

新
津
警
察
署
か
ら
平
田
孝
男
巡
査

が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
田
さ
ん
は
三
＋
｝
歳
で
、
奥

さ
ん
と
二
歳
に
な
る
男
の
子
の
三

人
家
族
だ
そ
う
で
す
．

　
趣
味
は
将
棋
、
そ
の
他
だ
そ
う

で
す
が
、
将
棋
は
三
段
の
腕
前
だ

と
か
。
浦
田
地
区
の
方
、
是
非
手

合
わ
せ
を
し
て
み
て
ド
さ
い
。

平田孝男巡査
おのづか
　　めぐみさん

こ
よ
み

▼
十
月
の
で
き
ご
と

－o

H
13
日

81615
11 l　H

＠
輪たかはし
　　たかひろくん

秋の遠足の思い出

せきね
　　ひろしく
　　　　　　ん

　9零寮

齢ρの

25　24　23　22　21
H　　li　H　　H　　日

312726
1二I　H　日

駅
伝
大
会
　
健
康
マ
ラ
ソ

ン
・
観
光
キ
ノ
コ
狩
り

行
政
相
談
　
1
5
日
ま
で

（
三
会
場
で
〉

消
防
分
団
長
会
議

農
家
意
向
調
査
員
会
議

郡
美
術
展
　
2
0
H
ま
で

浦
川
原
村
会
場

農
地
利
用
増
進
契
約

た
ば
こ
収
納
打
合
せ
会

農
業
所
得
調
査
員
会
議

母
ヂ
福
祉
会
役
員
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
豪
雪
過
疎
地

の
明
H
を
者
！
え
る

農
業
祭
・
芸
能
祭

農
作
物
損
害
評
価
会

農
業
委
員
会
総
会

みんなガンバレ

　　一星
裾　　　

“
、

調
篤

　　　　　幽

ρ1、μく

．｝蟹∫’rρ

　つ〆へτ

　　ダ～〆ノ

停
電
東
北
電
互

▼
＋
亘
＋
直
水
二

　
午
後
｝
時
か
ら
四
時
ま
で
　
｝

。
柔
越
の
蔀
　
　
『

▼
辻
月
、
天
日
（
金
∬

今
前
九
時
か
ら
士
蒔
ま
で
・

○
東
山
の
全
部

　
十
月
中
句
に
姫
，
が
降
る
。
北
海

道
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
厳

孝
高
原
深
坂
峠
の
話
で
す
。

　
木
の
葉
が
落
ち
る
ど
こ
ろ
か
紅

葉
に
も
早
い
と
い
う
の
に
、
い
っ

た
い
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
よ

う
か
。
寒
い
の
が
苦
手
の
私
に
は
、

嫌
い
な
季
節
が
早
ば
や
と
や
っ
て

来
る
の
が
た
ま
り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
取
り
入
れ
も
終
わ
り
出

稼
ぎ
の
時
期
に
な
り
ま
す
。
働
き

に
行
か
れ
る
方
々
、
身
体
に
気
を

付
け
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
田
心
い
ま
す
。

凝
緬
際
㌃

広
報
ま
つ
の
や
ま
8
6
年
1
1
月
号
臼
毎
月
－
回
－o
日
発
行

石
署
／
松
届
婁
糟
1
3
－
・
饗
／
馨
霧
局

覇

広報

9
マ
、

癖
、

おすわりしてるのだあ～れだ！？

松之山保育所お遊ぎ会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　198612月号（，、1，。）

12月1日現在　□総人口4，252人（一13）□男2，077人（一4）□女2，175人（一9）□世帯数1，241戸（一5）

（　）内は”月1日との比較



▲盛大だったつな引き大会

商工会主催の第2回つな引き大会、

27チームの参加で盛り上がりました。

　　　（女性チームが上位を独占）

悔

　　．　　　驚ロ鳩☆，㌧、
　』　　　　　　　　　　　　副＼．．．噂・

▲留山ダム本体ほぽ完成

松里かんばい留山ダムに試験湛水され

水路工事の完成が待たれます。

今年の

　賑駕
マ『》薩耀

▲去年とほぽ同じ収穫が

冷夏の影響で米の生産収量の減少が心配

　されたが、去年に近い収穫が得られる。
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馨
麟
欝

㌧簿

嚢
、
雛
灘

㌘
触

▲鏡ケ池の復元工事終了

観光名所の中尾鏡ケ池がすっかりきれいに

復元され、観光客を待っています。

でき暑と

灘
髪

▲3年続き豪雪
カーブミラーをすっぽり埋めてしまう雪、来年こ
　そは小雪であってほしい。

敏

［』置 角
蓮
』

　
　
勘
瞭

▲松之山に芸術の芽がまたひとっ

　6月巴日若葉会主催の舞踊発表会が行われ多くの

踊りファンを喜こばせました。

▲選挙が2回

　4月20日に県知事選が、7月6日には
衆参同時選挙が行われました。

罰

▲ばあ一どが一でんがオープン

大厳寺高原に待望の宿泊施設が4月29日

オープン、合宿など沢山の利用がありました。

◎・

暫

ノ．「
汐

謝揮、松妙町輝大会・

翁
煮

疑’〆

○説熱撒
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0
2
1

まつのやま（4）

年末・年始の交通事故防止運動

翻61／12月11日」2噌月10日まで

99

無
事
故
で
つ
な
ご
う

　
　
　
　
　
　
ゆ
く
年
く
る
年

〈
厘
点
〉

9　　　σ

2143
飲
酒
運
転
の
追
放

歩
行
者
、
自
転
車
事
故
の
防

止踏
切
事
故
の
防
止

ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止

〈
主
な
実
施
事
項
V

　
忘
年
会
・
新
年
会
の
時
期
を
迎

え
、
お
酒
を
飲
む
機
会
が
大
変
多

く
な
り
ま
す
。
飲
酒
し
た
と
き
は
、

絶
対
に
車
を
運
転
し
な
い
。
飲
む

席
へ
は
、
車
を
運
転
し
て
行
か
な

い
。
車
を
運
転
す
る
来
客
に
は
、

絶
対
に
酒
を
出
さ
な
い
な
ど
、
特

に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
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ま
た
、
こ
れ
か
ら
降
雪
の
時
期

で
す
。
子
供
に
は
、
道
路
で
ソ
リ

や
ス
キ
ー
な
ど
で
遊
ば
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
通
園
、

通
学
路
も
雪
の
た
め
狭
く
な
り
ま

す
。
な
る
べ
く
目
立
つ
服
装
に
心

掛
け
、
道
路
の
端
を
歩
き
ま
し
ょ

う
。
車
を
運
転
す
る
人
は
歩
行
者

が
す
べ
っ
て
転
倒
す
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
十
分
な
徐
行
運
転
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

　
ス
ソ
ッ
プ
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

安
全
速
度
と
安
全
な
車
間
距
離
の

確
保
。
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
装
着

は
早
め
に
。
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ

て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

　
除
雪
の
じ
ゃ
ま
に
な
る
路
上
駐

車
は
絶
対
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　
事
故
の
な
い
明
る
い
町
づ
く
り

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
例
年
、
年
末
年
始
は
何
か
と
あ

わ
た
だ
し
く
、
つ
い
忙
し
さ
に
ま

ぎ
れ
て
火
の
地
が
お
ろ
そ
か
に
な

ウ
が
ち
で
す
．

　
実
際
に
火
災
は
、
こ
の
時
期
に

一
番
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
出
稼
ぎ
者
の
帰
省
、
ス
キ

ー
客
等
で
管
内
の
人
口
が
急
激
に

増
加
し
、
家
庭
や
宿
泊
施
設
等
で

は
、
最
も
忙
し
い
時
期
で
す
。

　
』
人
ひ
と
り
気
持
を
引
き
し
め
、

火
災
の
な
い
明
る
い
正
月
を
す
ご

し
ま
し
ょ
う
。

　
寒
い
季
節
に
な
り
ま
す
と
ス
ト

ー
ブ
・
コ
タ
ツ
が
恋
し
く
な
り
ま

す
。
で
も
、
ひ
と
つ
で
も
取
り
扱

年末・年始の“火災予防。

い
を
誤
ま
る
と
恐
ろ
し
い
火
事
の

原
因
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
次
の
事
に
注
意
し
て
安
全
に
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

o
出
掛
け
る
と
き
は
、
コ
タ
ツ
等

　
暖
房
器
具
の
電
源
は
必
ら
ず
抜

　
く
。

o
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
給
油
は
必
ら

　
ず
火
を
消
し
て
か
ら
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
洗
濯
物
を
干

　
す
の
は
危
険
で
す
。

○
燃
料
は
灯
油
を
使
用
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　
お
や
す
み
前
に
も
う
一
度
火
の

元
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

ン
翻

あなたは消火器を使えますか？

（5）まつのやま

民
生
委
員
と

担
当
部
落
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
今
年
十
二
月
｝
日
よ
り
、
民
生

委
員
の
方
々
と
担
当
さ
れ
る
部
落

割
り
に
少
し
変
動
が
あ
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
民
生
委
員
さ
ん
の
数

　
　
り

　
　
よ

　
　
1

　
　
2

　
　
1

　
　
1

　
　
6

民生委員名簿

が
、
従
来
の
十
七
人
か
ら
十
四
人

に
減
少
さ
れ
た
の
と
、
長
年
に
渡

り
民
生
委
員
と
し
て
活
躍
い
た
だ

い
た
七
人
の
方
が
、
退
任
さ
れ
た

た
め
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

◎
長
い
間
ご
く
ろ
う
様
で
し
た
。

　
氏
名

山
岸
留
作

布
施
源
一
郎

樋
口
義
治

滝
沢
　
ノ
ブ

渡
辺
市
郎

本
山
宗
一
郎

涌
井
タ
マ
キ

部
落
経
験
年

新
山
＋
五
年

黒
倉
＋
一
年

中
尾
＋
年
半

上
川
手
九
年

湯
山
　
九
年

湯
本
　
九
年

五
＋
子
平
九
年

　　区分
氏名 住　所 家　号 電話番号 担当部落名

樋口佐与英 松之山 丸　一 6－2043
松之山・兎　　口
光　間・新　　山

相沢　　テイ ノj・　谷 新　宅 3486
小　　谷・水　　梨

大荒戸

村山　静子 下川手 中　村 2584 下川手・上川手

村山　郁子 湯　　山 忠えん 3479 湯　　山

渕岡　　森栄 湯　　本 山　　天 2808 湯　　本

滝沢　義夫 天水越 大　井 2420 天水越

久保田和夫 天水島 中屋敷
甲
　 2192 天水島

佐藤　　良道 藤　倉 正法寺 3882 藤　倉・中　尾

／」・野塚賢子 上蝦池 七工門 3981 專　川・上蝦池
r蝦池

村山　昭江 赤　倉 上宮田 3879 五十子平・坪　野赤　　　倉・東　　山

山口　喜作三 湯之島 上　　林 2875
曽　根・新　　田
、Lの山・湯之島

石塚　　清丸 田麦立 越　　道 3175 中立山・中　原田麦立・坂　　中

早川　　リウ 月　　池 下　　村 3039
月　　池㌧豊　　田

北浦田

南雲　　終治 西之前 上　　段 3281
藤　　原・西之前
黒　倉

（一単｛立・干円）昭和60年度決算見込の状況（性質別）

上越地域消防組合

財政状況を

お知らせします。

　
組
合
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、

組
合
管
内
の
皆
さ
ん
に
良
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
毎
年
二
回

財
政
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
上
越
管
内
に
は
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
、
は
し
ご
車
な
ど
六

十
五
台
の
車
輔
が
配
備
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

歳　　　　　　　入 歳　　　　　　出
区　　分 金　　　額 構成比 区　　分 iア　　額 構成比

　分担金及び1．

　負　担　　金
1，556，219 　9693．6 1．人　件　費 1，357，820 　％82．6

　使用料及び2．

　手　数　料
6，939 O．4 2．物　件　費 128，181 7．8

3．財産収入 21，197 1．3 3．維持補修費 1，187 0．1

4．寄　附　金 0 0 4．補助費等 8，014 O．5

5．繰　越　金 32，889 2．0 　普通建設5．

　事　業　費
52，925 3．2

6．諸　収　入 45，281 2．7 6．公　債　費 46，872 2．9

7．積　立　金 47，769 2．9

計 1，662，525 100．0 計 1，642，768 100．0

1，662，525千円

1，642，768千円

　19，757千円

計
計
額

　
　
引

合
合
差

　
　
出

入
出
歳

　
　
入

歳
歳
歳
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車
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車
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く
だ
さ
い
。

o
，『一

ρ
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ま
た
、
こ
れ
か
ら
降
雪
の
時
期

で
す
。
子
供
に
は
、
道
路
で
ソ
リ

や
ス
キ
ー
な
ど
で
遊
ば
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
通
園
、

通
学
路
も
雪
の
た
め
狭
く
な
り
ま

す
。
な
る
べ
く
目
立
つ
服
装
に
心

掛
け
、
道
路
の
端
を
歩
き
ま
し
ょ

う
。
車
を
運
転
す
る
人
は
歩
行
者

が
す
べ
っ
て
転
倒
す
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
十
分
な
徐
行
運
転
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

　
ス
ソ
ッ
プ
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

安
全
速
度
と
安
全
な
車
間
距
離
の

確
保
。
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
装
着

は
早
め
に
。
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ

て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

　
除
雪
の
じ
ゃ
ま
に
な
る
路
上
駐

車
は
絶
対
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　
事
故
の
な
い
明
る
い
町
づ
く
り

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
例
年
、
年
末
年
始
は
何
か
と
あ

わ
た
だ
し
く
、
つ
い
忙
し
さ
に
ま

ぎ
れ
て
火
の
地
が
お
ろ
そ
か
に
な

ウ
が
ち
で
す
．

　
実
際
に
火
災
は
、
こ
の
時
期
に

一
番
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
出
稼
ぎ
者
の
帰
省
、
ス
キ

ー
客
等
で
管
内
の
人
口
が
急
激
に

増
加
し
、
家
庭
や
宿
泊
施
設
等
で

は
、
最
も
忙
し
い
時
期
で
す
。

　
』
人
ひ
と
り
気
持
を
引
き
し
め
、

火
災
の
な
い
明
る
い
正
月
を
す
ご

し
ま
し
ょ
う
。

　
寒
い
季
節
に
な
り
ま
す
と
ス
ト

ー
ブ
・
コ
タ
ツ
が
恋
し
く
な
り
ま

す
。
で
も
、
ひ
と
つ
で
も
取
り
扱

年末・年始の“火災予防。

い
を
誤
ま
る
と
恐
ろ
し
い
火
事
の

原
因
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
次
の
事
に
注
意
し
て
安
全
に
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

o
出
掛
け
る
と
き
は
、
コ
タ
ツ
等

　
暖
房
器
具
の
電
源
は
必
ら
ず
抜

　
く
。

o
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
給
油
は
必
ら

　
ず
火
を
消
し
て
か
ら
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
洗
濯
物
を
干

　
す
の
は
危
険
で
す
。

○
燃
料
は
灯
油
を
使
用
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　
お
や
す
み
前
に
も
う
一
度
火
の

元
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

ン
翻

あなたは消火器を使えますか？

（5）まつのやま

民
生
委
員
と

担
当
部
落
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
今
年
十
二
月
｝
日
よ
り
、
民
生

委
員
の
方
々
と
担
当
さ
れ
る
部
落

割
り
に
少
し
変
動
が
あ
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
民
生
委
員
さ
ん
の
数

　
　
り

　
　
よ

　
　
1

　
　
2

　
　
1

　
　
1

　
　
6

民生委員名簿

が
、
従
来
の
十
七
人
か
ら
十
四
人

に
減
少
さ
れ
た
の
と
、
長
年
に
渡

り
民
生
委
員
と
し
て
活
躍
い
た
だ

い
た
七
人
の
方
が
、
退
任
さ
れ
た

た
め
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

◎
長
い
間
ご
く
ろ
う
様
で
し
た
。

　
氏
名

山
岸
留
作

布
施
源
一
郎

樋
口
義
治

滝
沢
　
ノ
ブ

渡
辺
市
郎

本
山
宗
一
郎

涌
井
タ
マ
キ

部
落
経
験
年

新
山
＋
五
年

黒
倉
＋
一
年

中
尾
＋
年
半

上
川
手
九
年

湯
山
　
九
年

湯
本
　
九
年

五
＋
子
平
九
年

　　区分
氏名 住　所 家　号 電話番号 担当部落名

樋口佐与英 松之山 丸　一 6－2043
松之山・兎　　口
光　間・新　　山

相沢　　テイ ノj・　谷 新　宅 3486
小　　谷・水　　梨

大荒戸

村山　静子 下川手 中　村 2584 下川手・上川手

村山　郁子 湯　　山 忠えん 3479 湯　　山

渕岡　　森栄 湯　　本 山　　天 2808 湯　　本

滝沢　義夫 天水越 大　井 2420 天水越

久保田和夫 天水島 中屋敷
甲
　 2192 天水島

佐藤　　良道 藤　倉 正法寺 3882 藤　倉・中　尾

／」・野塚賢子 上蝦池 七工門 3981 專　川・上蝦池
r蝦池

村山　昭江 赤　倉 上宮田 3879 五十子平・坪　野赤　　　倉・東　　山

山口　喜作三 湯之島 上　　林 2875
曽　根・新　　田
、Lの山・湯之島

石塚　　清丸 田麦立 越　　道 3175 中立山・中　原田麦立・坂　　中

早川　　リウ 月　　池 下　　村 3039
月　　池㌧豊　　田

北浦田

南雲　　終治 西之前 上　　段 3281
藤　　原・西之前
黒　倉

（一単｛立・干円）昭和60年度決算見込の状況（性質別）

上越地域消防組合

財政状況を

お知らせします。

　
組
合
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、

組
合
管
内
の
皆
さ
ん
に
良
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
毎
年
二
回

財
政
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
上
越
管
内
に
は
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
、
は
し
ご
車
な
ど
六

十
五
台
の
車
輔
が
配
備
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

歳　　　　　　　入 歳　　　　　　出
区　　分 金　　　額 構成比 区　　分 iア　　額 構成比

　分担金及び1．

　負　担　　金
1，556，219 　9693．6 1．人　件　費 1，357，820 　％82．6

　使用料及び2．

　手　数　料
6，939 O．4 2．物　件　費 128，181 7．8

3．財産収入 21，197 1．3 3．維持補修費 1，187 0．1

4．寄　附　金 0 0 4．補助費等 8，014 O．5

5．繰　越　金 32，889 2．0 　普通建設5．

　事　業　費
52，925 3．2

6．諸　収　入 45，281 2．7 6．公　債　費 46，872 2．9

7．積　立　金 47，769 2．9

計 1，662，525 100．0 計 1，642，768 100．0

1，662，525千円

1，642，768千円

　19，757千円

計
計
額

　
　
引

合
合
差

　
　
出

入
出
歳

　
　
入

歳
歳
歳
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まつのやま（6）σ）まつのやま

　
社
会
保
険
庁
で
は
、
毎
年
国
民

年
金
制
度
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

市
町
村
職
員
、
民
間
協
力
者
、
民

間
地
区
組
織
に
対
し
、
長
官
表
彰

を
贈
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
、

松
之
山
部
落
の
保
険
料
納
付
組
合

が
選
ば
れ
十
一
月
二
十
日
に
、
上

越
社
会
保
険
事
務
所
長
よ
り
感
謝

状
と
記
念
品
の
贈
呈
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
潟
県
の
保
険
料
納
付
率
は
全

国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
中
で

も
上
越
管
内
が
一
番
成
績
が
良
い

そ
う
で
す
．

国民年金優良納付組織で
　松之山部落が表彰される

　
松
之
山
町
の
場
合
も
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
る
方
の
兀
九
・

九
％
の
方
が
、
毎
月
キ
チ
ン
と
保

険
料
を
納
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
松
之
山
部
落
の
表
彰
で

し
た
が
、
松
之
山
町
全
体
が
表
彰

さ
れ
た
と
い
っ
て
も
良
い
と
思
い

ま
す
．

　
年
金
制
度
は
昨
年
、
大
き
な
改

革
を
し
ま
し
た
。
将
来
安
定
し
た

年
金
を
受
け
る
た
め
に
、
保
険
料

だ
け
は
必
ら
ず
納
め
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
ま
す
。

死
亡
さ
れ
た
方
が
あ
っ
た
ら

　
　
　
手
続
き
は
こ
の
よ
う
に
！

　
家
族
や
親
戚
、
近
所
の
方
な
ど

が
、
不
幸
に
し
て
亡
く
な
ら
れ
た

と
き
な
ど
、
ち
よ
つ
と
し
た
手
続

き
を
忘
れ
が
ち
で
す
。
必
要
な
届

出
は
き
ち
ん
と
済
ま
せ
る
よ
う
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
医
師
か
ら
の
死
亡
診
断
書
を
持

　
っ
て
役
場
戸
籍
係
の
窓
口
へ
。

　
（
届
出
は
、
休
日
で
も
夜
間
で

も
出
来
ま
す
）

◎
そ
の
後
、
火
葬
場
・
霊
枢
車
の

　
手
続
き
を
．

○
火
葬
の
場
合
は
、
管
理
人
へ
連

　
絡
し
て
出
棺
の
日
時
等
に
つ
い

　
て
協
議
し
て
下
さ
い
。

　
（
連
絡
先
）

　
天
水
越
（
屋
号
・
照
之
屋
）

　
　
　
君
六
ー
二
七
一
〇

　
自
宅
に
い
な
い
場
合
は
、
大
海

　
組
資
材
庫
の
方
へ

　
　
　
君
六
－
壬
二
〇
二

　
尚
、
火
葬
は
死
亡
さ
れ
て
か
ら

二
十
四
時
間
以
降
で
な
い
と
出
来

ま
せ
ん
．

　
冬
期
間
、
雪
上
車
の
運
行
が
必

要
な
場
合
は
、
次
の
所
へ
連
絡
し

上越社会保険事務所長より総代さん

て
下
さ
い
．

▽
浦
田
地
区
　
飯
塚
建
設

　
　
　
君
六
上
二
〇
〇
三

▽
松
里
地
区
　
大
海
組

　
　
　
奮
六
ー
二
八
一
七

▽
そ
の
他
の
地
区
　
町
除
嘗
セ
ン

　
タ
ー
費
六
－
二
一
六
二

◎
火
葬
場
使
用
料
は
、
部
落
費
徴

　
収
時
に
請
求
さ
れ
ま
す
が
、
棺

　
箱
代
一
式
（
二
四
、
．
五
〇
〇
円
）

　
は
管
理
人
が
取
扱
っ
て
い
ま
す

　
の
で
、
そ
ち
ら
の
方
へ
支
払
っ

　
て
く
だ
さ
い
．

◎
霊
枢
車
に
つ
い
て

　
車
の
運
転
は
恐
縮
で
す
が
自
分

　
で
し
て
下
さ
い
。
車
は
自
然
休

　
養
村
セ
ン
タ
ー
の
地
下
に
置
い

　
て
あ
り
ま
す
。
カ
ギ
は
運
転
手

　
側
ド
ァ
ー
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ

　
て
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

　
だ
さ
い
．

　
　
使
用
後
は
必
ら
ず
．
兀
の
位
置

　
へ
戻
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

◎
火
葬
場
の
電
話
番
号
は
・
、

　
　
六
－
二
四
九
六
番
で
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は

所
得
税
の
控
除
対
象
に
！

　
国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
税
金

の
控
除
対
象
に
な
る
こ
と
を
、
、
｝
存

知
で
す
か
．

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
は
十
二
月

に
行
う
所
得
税
の
年
末
調
整
の
と

き
、
農
業
・
自
営
業
な
ど
の
人
の

場
合
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月

十
五
日
ま
で
の
問
に
行
う
所
得
税

の
確
｛
疋
申
告
の
と
き
、
中
告
書
の

「
社
会
保
険
料
控
除
」
欄
に
今
年

納
め
た
保
険
料
の
総
額
（
追
納
保

険
料
・
未
納
保
険
料
と
し
て
納
め

た
額
も
含
む
）
を
記
入
し
ま
す
と
、

記
人
し
た
保
険
料
の
全
額
が
所
得

税
か
ら
控
除
さ
れ
、
所
得
税
が
か

　
　
　
　
　
　
　
　
除

　
　
　
　
　
　
　
　
熔

　
　
　
　
　
口

囎薦

か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

▽
六
十
一
年
の
保
険
料
額

①
定
額
保
険
料

　
六
十
一
年
一
月
か
ら
三
月
ま
で

　
　
　
一
カ
月
　
六
、
し
四
〇
円

　
六
十
一
年
四
月
か
ら
ト
ニ
月
ま

で
　
　
　
一
ヵ
月
　
七
、
　
一
〇
〇
円

②
付
加
保
険
料

　
　
　
一
カ
月
　
　
　
四
〇
〇
円

　
な
お
、
前
納
保
険
料
・
追
加
保

険
料
・
未
納
保
険
料
な
ど
の
保
険

料
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
、
役
場

の
国
民
年
金
係
に
お
た
ず
ね
下
さ

い
．

ヘパ

嘉っとい備
、・獅

毒、
μ

　
松
之
山
商
工
会
婦
人
部
、
で
は
、

十
月
二
卜
六
日
に
行
わ
れ
た
農
業

祭
、
で
、
会
員
が
出
し
合
っ
た
衣
類

や
使
わ
な
い
不
用
品
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
、
、
ハ
ザ
ー
を
開
き
、
町
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
買
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
そ
の
収
益
金
、
で
町
内
の
ね

た
き
り
老
人
に
紙
オ
ム
ツ
な
ど
、

心
の
こ
も
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行

い
ま
し
た
。

　
お
と
と
し
に
続
き
二
回
口
の
、
、
ハ

ザ
ー
で
し
た
が
、
忙
し
い
時
期
に

も
か
か
わ
ら
ず
一
生
懸
命
品
物
を

出
し
て
く
れ
た
会
員
の
願
い
が
通

じ
た
の
か
、
ひ
と
つ
／
＼
の
単
価

は
安
か
っ
た
わ
り
に
、
考
え
て
い

た
以
上
の
収
益
が
あ
っ
た
と
会
員

の
方
は
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

農業祭でのチャリティバザ

お
役
に
立
ち
ま
す

「
暮
ら
し

　
　
　
な
ん
で
も
相
談
」

　
日
常
の
生
活
の
問
題
を
は
じ
め

法
律
、
健
康
の
こ
と
な
ど
、
私
た

ち
の
身
の
ま
わ
り
を
見
渡
し
て
み

て
も
、
一
人
で
解
決
で
き
な
い
事

柄
が
随
分
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
考
え
こ
む
前
に
ご
相
談
下
さ
い
。

各
分
野
の
専
門
家
が
親
切
て
い
ね

い
に
お
答
え
し
ま
す
。

　
相
談
料
は
無
料
で
す
。

　
相
談
の
範
囲
は
、
サ
ラ
金
、
金

融
全
般
、
住
宅
、
健
康
、
教
育
、

園
芸
、
料
理
、
冠
婚
葬
祭
そ
の
他

暮
ら
し
全
般
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
電
話
で
な
く
手
紙
で
お

願
い
し
ま
す
。
返
信
用
の
封
筒
を

同
封
し
て
、
次
の
宛
先
に
｝
．
込
っ
て

下
さ
い
．

　
〒
九
五
一
　
新
潟
市
寄
居
町
三

三
二
番
地
三
八

　
新
潟
労
働
金
庫
内

㈹
新
潟
県
勤
労
者
福
祉
厚
生
財
団

　
　
「
暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
室
」

　
そ
の
収
益
金
を
ど
う
す
る
か
み

な
さ
ん
で
相
談
さ
れ
、
色
々
な
意

見
が
あ
っ
た
中
か
ら
、
身
近
で
一

番
喜
ん
、
で
も
ら
え
る
人
に
差
し
上

げ
る
の
が
良
い
と
い
う
裏
に
な
り
、

ね
た
き
り
老
人
の
方
十
人
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
す
る
事
に
し
た
そ
う
で

す
．　
思
い
が
け
な
い
紙
オ
ム
ツ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
た
人
達
は
、
毎

日
必
要
な
も
の
だ
け
に
、
本
当
に

あ
り
が
た
い
と
話
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
．

　
何
か
心
の
わ
ゲ
だ
記
を
話
で
す

ね
。　
み
な
さ
ん
、
何
か
い
い
話
、
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
教
え
て

下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

通
算
老
齢
年
金
⑳

支
払
い
が
年
四
回
に

な
り
ま
す

　
旧
年
金
制
度
の
通
算
老
齢
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
に
は
、
六
月

と
十
二
月
の
二
回
に
分
け
て
年
金

が
支
払
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
六

十
二
年
か
ら
は
年
四
回
に
分
け
て

支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
支
払
月
は
、
二
月
・
五
月
・
八

月
・
十
一
月
の
各
月
で
す
。
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まつのやま（6）σ）まつのやま

　
社
会
保
険
庁
で
は
、
毎
年
国
民

年
金
制
度
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

市
町
村
職
員
、
民
間
協
力
者
、
民

間
地
区
組
織
に
対
し
、
長
官
表
彰

を
贈
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
、

松
之
山
部
落
の
保
険
料
納
付
組
合

が
選
ば
れ
十
一
月
二
十
日
に
、
上

越
社
会
保
険
事
務
所
長
よ
り
感
謝

状
と
記
念
品
の
贈
呈
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
潟
県
の
保
険
料
納
付
率
は
全

国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
中
で

も
上
越
管
内
が
一
番
成
績
が
良
い

そ
う
で
す
．

国民年金優良納付組織で
　松之山部落が表彰される

　
松
之
山
町
の
場
合
も
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
る
方
の
兀
九
・

九
％
の
方
が
、
毎
月
キ
チ
ン
と
保

険
料
を
納
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
松
之
山
部
落
の
表
彰
で

し
た
が
、
松
之
山
町
全
体
が
表
彰

さ
れ
た
と
い
っ
て
も
良
い
と
思
い

ま
す
．

　
年
金
制
度
は
昨
年
、
大
き
な
改

革
を
し
ま
し
た
。
将
来
安
定
し
た

年
金
を
受
け
る
た
め
に
、
保
険
料

だ
け
は
必
ら
ず
納
め
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
ま
す
。

死
亡
さ
れ
た
方
が
あ
っ
た
ら

　
　
　
手
続
き
は
こ
の
よ
う
に
！

　
家
族
や
親
戚
、
近
所
の
方
な
ど

が
、
不
幸
に
し
て
亡
く
な
ら
れ
た

と
き
な
ど
、
ち
よ
つ
と
し
た
手
続

き
を
忘
れ
が
ち
で
す
。
必
要
な
届

出
は
き
ち
ん
と
済
ま
せ
る
よ
う
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
医
師
か
ら
の
死
亡
診
断
書
を
持

　
っ
て
役
場
戸
籍
係
の
窓
口
へ
。

　
（
届
出
は
、
休
日
で
も
夜
間
で

も
出
来
ま
す
）

◎
そ
の
後
、
火
葬
場
・
霊
枢
車
の

　
手
続
き
を
．

○
火
葬
の
場
合
は
、
管
理
人
へ
連

　
絡
し
て
出
棺
の
日
時
等
に
つ
い

　
て
協
議
し
て
下
さ
い
。

　
（
連
絡
先
）

　
天
水
越
（
屋
号
・
照
之
屋
）

　
　
　
君
六
ー
二
七
一
〇

　
自
宅
に
い
な
い
場
合
は
、
大
海

　
組
資
材
庫
の
方
へ

　
　
　
君
六
－
壬
二
〇
二

　
尚
、
火
葬
は
死
亡
さ
れ
て
か
ら

二
十
四
時
間
以
降
で
な
い
と
出
来

ま
せ
ん
．

　
冬
期
間
、
雪
上
車
の
運
行
が
必

要
な
場
合
は
、
次
の
所
へ
連
絡
し

上越社会保険事務所長より総代さん

て
下
さ
い
．

▽
浦
田
地
区
　
飯
塚
建
設

　
　
　
君
六
上
二
〇
〇
三

▽
松
里
地
区
　
大
海
組

　
　
　
奮
六
ー
二
八
一
七

▽
そ
の
他
の
地
区
　
町
除
嘗
セ
ン

　
タ
ー
費
六
－
二
一
六
二

◎
火
葬
場
使
用
料
は
、
部
落
費
徴

　
収
時
に
請
求
さ
れ
ま
す
が
、
棺

　
箱
代
一
式
（
二
四
、
．
五
〇
〇
円
）

　
は
管
理
人
が
取
扱
っ
て
い
ま
す

　
の
で
、
そ
ち
ら
の
方
へ
支
払
っ

　
て
く
だ
さ
い
．

◎
霊
枢
車
に
つ
い
て

　
車
の
運
転
は
恐
縮
で
す
が
自
分

　
で
し
て
下
さ
い
。
車
は
自
然
休

　
養
村
セ
ン
タ
ー
の
地
下
に
置
い

　
て
あ
り
ま
す
。
カ
ギ
は
運
転
手

　
側
ド
ァ
ー
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ

　
て
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

　
だ
さ
い
．

　
　
使
用
後
は
必
ら
ず
．
兀
の
位
置

　
へ
戻
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

◎
火
葬
場
の
電
話
番
号
は
・
、

　
　
六
－
二
四
九
六
番
で
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は

所
得
税
の
控
除
対
象
に
！

　
国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
税
金

の
控
除
対
象
に
な
る
こ
と
を
、
、
｝
存

知
で
す
か
．

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
は
十
二
月

に
行
う
所
得
税
の
年
末
調
整
の
と

き
、
農
業
・
自
営
業
な
ど
の
人
の

場
合
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月

十
五
日
ま
で
の
問
に
行
う
所
得
税

の
確
｛
疋
申
告
の
と
き
、
中
告
書
の

「
社
会
保
険
料
控
除
」
欄
に
今
年

納
め
た
保
険
料
の
総
額
（
追
納
保

険
料
・
未
納
保
険
料
と
し
て
納
め

た
額
も
含
む
）
を
記
入
し
ま
す
と
、

記
人
し
た
保
険
料
の
全
額
が
所
得

税
か
ら
控
除
さ
れ
、
所
得
税
が
か

　
　
　
　
　
　
　
　
除

　
　
　
　
　
　
　
　
熔

　
　
　
　
　
口

囎薦

か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

▽
六
十
一
年
の
保
険
料
額

①
定
額
保
険
料

　
六
十
一
年
一
月
か
ら
三
月
ま
で

　
　
　
一
カ
月
　
六
、
し
四
〇
円

　
六
十
一
年
四
月
か
ら
ト
ニ
月
ま

で
　
　
　
一
ヵ
月
　
七
、
　
一
〇
〇
円

②
付
加
保
険
料

　
　
　
一
カ
月
　
　
　
四
〇
〇
円

　
な
お
、
前
納
保
険
料
・
追
加
保

険
料
・
未
納
保
険
料
な
ど
の
保
険

料
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
、
役
場

の
国
民
年
金
係
に
お
た
ず
ね
下
さ

い
．

ヘパ

嘉っとい備
、・獅

毒、
μ

　
松
之
山
商
工
会
婦
人
部
、
で
は
、

十
月
二
卜
六
日
に
行
わ
れ
た
農
業

祭
、
で
、
会
員
が
出
し
合
っ
た
衣
類

や
使
わ
な
い
不
用
品
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
、
、
ハ
ザ
ー
を
開
き
、
町
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
買
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
そ
の
収
益
金
、
で
町
内
の
ね

た
き
り
老
人
に
紙
オ
ム
ツ
な
ど
、

心
の
こ
も
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行

い
ま
し
た
。

　
お
と
と
し
に
続
き
二
回
口
の
、
、
ハ

ザ
ー
で
し
た
が
、
忙
し
い
時
期
に

も
か
か
わ
ら
ず
一
生
懸
命
品
物
を

出
し
て
く
れ
た
会
員
の
願
い
が
通

じ
た
の
か
、
ひ
と
つ
／
＼
の
単
価

は
安
か
っ
た
わ
り
に
、
考
え
て
い

た
以
上
の
収
益
が
あ
っ
た
と
会
員

の
方
は
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

農業祭でのチャリティバザ

お
役
に
立
ち
ま
す

「
暮
ら
し

　
　
　
な
ん
で
も
相
談
」

　
日
常
の
生
活
の
問
題
を
は
じ
め

法
律
、
健
康
の
こ
と
な
ど
、
私
た

ち
の
身
の
ま
わ
り
を
見
渡
し
て
み

て
も
、
一
人
で
解
決
で
き
な
い
事

柄
が
随
分
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
考
え
こ
む
前
に
ご
相
談
下
さ
い
。

各
分
野
の
専
門
家
が
親
切
て
い
ね

い
に
お
答
え
し
ま
す
。

　
相
談
料
は
無
料
で
す
。

　
相
談
の
範
囲
は
、
サ
ラ
金
、
金

融
全
般
、
住
宅
、
健
康
、
教
育
、

園
芸
、
料
理
、
冠
婚
葬
祭
そ
の
他

暮
ら
し
全
般
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
電
話
で
な
く
手
紙
で
お

願
い
し
ま
す
。
返
信
用
の
封
筒
を

同
封
し
て
、
次
の
宛
先
に
｝
．
込
っ
て

下
さ
い
．

　
〒
九
五
一
　
新
潟
市
寄
居
町
三

三
二
番
地
三
八

　
新
潟
労
働
金
庫
内

㈹
新
潟
県
勤
労
者
福
祉
厚
生
財
団

　
　
「
暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
室
」

　
そ
の
収
益
金
を
ど
う
す
る
か
み

な
さ
ん
で
相
談
さ
れ
、
色
々
な
意

見
が
あ
っ
た
中
か
ら
、
身
近
で
一

番
喜
ん
、
で
も
ら
え
る
人
に
差
し
上

げ
る
の
が
良
い
と
い
う
裏
に
な
り
、

ね
た
き
り
老
人
の
方
十
人
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
す
る
事
に
し
た
そ
う
で

す
．　
思
い
が
け
な
い
紙
オ
ム
ツ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
た
人
達
は
、
毎

日
必
要
な
も
の
だ
け
に
、
本
当
に

あ
り
が
た
い
と
話
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
．

　
何
か
心
の
わ
ゲ
だ
記
を
話
で
す

ね
。　
み
な
さ
ん
、
何
か
い
い
話
、
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
教
え
て

下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

通
算
老
齢
年
金
⑳

支
払
い
が
年
四
回
に

な
り
ま
す

　
旧
年
金
制
度
の
通
算
老
齢
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
に
は
、
六
月

と
十
二
月
の
二
回
に
分
け
て
年
金

が
支
払
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
六

十
二
年
か
ら
は
年
四
回
に
分
け
て

支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
支
払
月
は
、
二
月
・
五
月
・
八

月
・
十
一
月
の
各
月
で
す
。
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鏡ケ池復元を祝う

　
前
月
号
で
中
尾
鏡
ケ
池
の
復
元

工
事
が
完
了
し
た
こ
と
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
十
一
月
八
日
に

部
落
あ
げ
て
の
祝
う
会
が
催
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
行
っ
て
み
ま
し
た
。

　
朝
の
う
ち
激
し
く
降
っ
て
い
た

冷
た
い
雨
も
、
テ
ー
ブ
カ
ッ
ト
の

頃
に
は
、
と
き
お
り
陽
も
差
す
天

気
に
回
復
し
、
駐
車
場
の
一
角
に

設
け
ら
れ
た
特
設
の
舞
台
で
は
、

出
席
者
が
見
守
る
中
で
伝
統
の
中

鏡ケ池入口でテープカットが行われる

尾
神
楽
が
演
じ
ら
れ
、
祝
賀
会
に

花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
公
会
堂
に
場
所
を
移

し
て
祝
宴
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

大
変
に
ぎ
や
か
な
宴
と
な
っ
た
よ

「
つ
で
す
。

　
来
春
か
ら
、
観
光
客
増
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
が
、
美
し
い
鏡
ケ
池

が
い
つ
ま
で
も
維
持
さ
れ
愛
さ
れ

る
よ
う
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

、‘

神楽が祝いに花を添える

防所長

万全ですかノ

　
秋
の
防
火
週
間
中
の
十
目

九
日
、
役
場
・
保
育
所
・
診
療
所

に
勤
め
る
女
子
職
員
四
人
が
、

日
消
防
所
長
に
任
命
さ
れ
、

所
の
職
員
と
行
動
を
共
に
し
な
が

ら
、
町
民
に
防
火
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
こ
の
日
、
　
一
日
消
防
所
長
に
任

命
さ
れ
た
の
は
、
高
橋
宏
子
さ
ん
、

松
沢
末
美
さ
ん
・
石
塚
信
江
さ
ん
・

福
原
八
重
子
さ
ん
の
四
人
で
、
松

之
山
分
遣
所
で
用
意
し
た
揃
い
の

ハ
ッ
ピ
を
着
て
の
緊
張
し
た
所
長

ぶ
り
で
し
た
。

　
朝
の
引
き
継
ぎ
か
ら
車
σ
点
検
・

分　￥療二　　朝の点呼で所員の手帳を点検する一日所長
遣一所十

（9）まつのやま

と
つ
て
も
じ
ょ
う
ず
に
で
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
育
園
お
遊
ぎ
会

　
十
一
月
に
入
り
松
之
山
の
各
保

育
園
で
は
、
園
児
た
ち
に
よ
る
お

遊
ぎ
会
が
、
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
臼
の
た
め
に
一
生
懸
命
練

習
し
た
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
と

て
も
保
育
園
児
の
出
し
物
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
上
手
な
も
の
ば
か
り

で
し
た
。
指
導
さ
れ
た
保
田
さ
ん

達
も
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

　
子
供
達
の
演
技
を
心
配
そ
う
に

見
守
る
父
兄
の
姿
が
印
象
的
で
し

た
。
　
十
二
月
に
入
り
、
お
友
達
の
少

な
く
な
っ
た
保
育
園
も
あ
り
ま
す

が
、
カ
ゼ
を
引
か
な
い
元
気
な
子

供
で
い
て
く
だ
さ
い
。

年長組のおむすぴころりん（松之山保育園）

蹴擁』r・謬

蚤鷹．
　りす組さんの合唱

霧y職
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰹．

粘
6
～

　
｝

礎
・
選

畷騨v『着物姿がかわいいですね

消日
　
「

防火体制は

無
線
や
器
具
の
点
検
な
ど
、
笛
朝

の
訓
練
を
視
察
し
た
後
で
所
員
の

服
装
、
手
帳
の
点
検
を
行
い
ま
し

た
が
、
そ
の
キ
ビ
く
し
た
訓
練

の
様
子
に
四
人
は
驚
い
た
よ
う
で

し
た
。

　
そ
の
後
、
指
令
車
に
乗
っ
て
の

防
火
の
呼
び
か
け
、
湯
本
米
屋
さ

ん
で
の
火
災
予
防
訓
練
を
視
察
し

ま
し
た
が
、
四
人
の
一
日
所
長
さ

ん
に
と
っ
て
は
貴
重
な
体
験
だ
っ

た
毒
つ
で
す
。

「
消
防
士
っ
て
大
変
な
仕
事
で
す

ね
凶
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長湯本内での火災予防訓練を視察、分遣所

かい説明を受ける
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鏡ケ池復元を祝う

　
前
月
号
で
中
尾
鏡
ケ
池
の
復
元

工
事
が
完
了
し
た
こ
と
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
十
一
月
八
日
に

部
落
あ
げ
て
の
祝
う
会
が
催
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
行
っ
て
み
ま
し
た
。

　
朝
の
う
ち
激
し
く
降
っ
て
い
た

冷
た
い
雨
も
、
テ
ー
ブ
カ
ッ
ト
の

頃
に
は
、
と
き
お
り
陽
も
差
す
天

気
に
回
復
し
、
駐
車
場
の
一
角
に

設
け
ら
れ
た
特
設
の
舞
台
で
は
、

出
席
者
が
見
守
る
中
で
伝
統
の
中

鏡ケ池入口でテープカットが行われる

尾
神
楽
が
演
じ
ら
れ
、
祝
賀
会
に

花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
公
会
堂
に
場
所
を
移

し
て
祝
宴
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

大
変
に
ぎ
や
か
な
宴
と
な
っ
た
よ

「
つ
で
す
。

　
来
春
か
ら
、
観
光
客
増
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
が
、
美
し
い
鏡
ケ
池

が
い
つ
ま
で
も
維
持
さ
れ
愛
さ
れ

る
よ
う
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

、‘

神楽が祝いに花を添える

防所長

万全ですかノ

　
秋
の
防
火
週
間
中
の
十
目

九
日
、
役
場
・
保
育
所
・
診
療
所

に
勤
め
る
女
子
職
員
四
人
が
、

日
消
防
所
長
に
任
命
さ
れ
、

所
の
職
員
と
行
動
を
共
に
し
な
が

ら
、
町
民
に
防
火
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
こ
の
日
、
　
一
日
消
防
所
長
に
任

命
さ
れ
た
の
は
、
高
橋
宏
子
さ
ん
、

松
沢
末
美
さ
ん
・
石
塚
信
江
さ
ん
・

福
原
八
重
子
さ
ん
の
四
人
で
、
松

之
山
分
遣
所
で
用
意
し
た
揃
い
の

ハ
ッ
ピ
を
着
て
の
緊
張
し
た
所
長

ぶ
り
で
し
た
。

　
朝
の
引
き
継
ぎ
か
ら
車
σ
点
検
・

分　￥療二　　朝の点呼で所員の手帳を点検する一日所長
遣一所十

（9）まつのやま

と
つ
て
も
じ
ょ
う
ず
に
で
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
育
園
お
遊
ぎ
会

　
十
一
月
に
入
り
松
之
山
の
各
保

育
園
で
は
、
園
児
た
ち
に
よ
る
お

遊
ぎ
会
が
、
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
臼
の
た
め
に
一
生
懸
命
練

習
し
た
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
と

て
も
保
育
園
児
の
出
し
物
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
上
手
な
も
の
ば
か
り

で
し
た
。
指
導
さ
れ
た
保
田
さ
ん

達
も
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

　
子
供
達
の
演
技
を
心
配
そ
う
に

見
守
る
父
兄
の
姿
が
印
象
的
で
し

た
。
　
十
二
月
に
入
り
、
お
友
達
の
少

な
く
な
っ
た
保
育
園
も
あ
り
ま
す

が
、
カ
ゼ
を
引
か
な
い
元
気
な
子

供
で
い
て
く
だ
さ
い
。

年長組のおむすぴころりん（松之山保育園）

蹴擁』r・謬

蚤鷹．
　りす組さんの合唱

霧y職
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰹．

粘
6
～

　
｝

礎
・
選

畷騨v『着物姿がかわいいですね

消日
　
「

防火体制は

無
線
や
器
具
の
点
検
な
ど
、
笛
朝

の
訓
練
を
視
察
し
た
後
で
所
員
の

服
装
、
手
帳
の
点
検
を
行
い
ま
し

た
が
、
そ
の
キ
ビ
く
し
た
訓
練

の
様
子
に
四
人
は
驚
い
た
よ
う
で

し
た
。

　
そ
の
後
、
指
令
車
に
乗
っ
て
の

防
火
の
呼
び
か
け
、
湯
本
米
屋
さ

ん
で
の
火
災
予
防
訓
練
を
視
察
し

ま
し
た
が
、
四
人
の
一
日
所
長
さ

ん
に
と
っ
て
は
貴
重
な
体
験
だ
っ

た
毒
つ
で
す
。

「
消
防
士
っ
て
大
変
な
仕
事
で
す

ね
凶
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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長湯本内での火災予防訓練を視察、分遣所

かい説明を受ける
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まつのやま（1①

第7回
町長杯争奪

バレーボール大会開催
　
第
七
回
の
町
六
人
制
、
、
ハ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
が
十
一
月
九
日
、
町
民

体
育
館
を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
、

十
一
チ
ー
ム
九
十
五
名
が
参
加
し

ま
し
た
．

　
町
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
と
背
少

年
育
成
町
民
会
議
が
主
催
し
て
行

わ
れ
た
こ
の
大
会
、
年
々
参
加
チ

ー
ム
が
減
り
ぎ
み
の
傾
向
に
あ
っ

た
の
、
で
す
が
、
今
年
は
高
校
生
の

チ
ー
ム
が
五
チ
ー
ム
も
あ
り
活
気

あ
る
、
に
ぎ
や
か
な
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
さ
て
勝
敗
の
方
は
と
い
い
ま
す

と
、
東
川
チ
ー
ム
が
優
勝
し
二
位

に
は
S
B
C
（
松
高
）
チ
ー
ム
が
、

そ
し
て
三
位
は
松
之
山
チ
ー
ム
と

黒
て
か
り
（
松
高
）
チ
ー
ム
が
入

り
ま
し
た
。

▽
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
東
川
チ
ー
ム

準
優
勝
　
S
B
C
チ
ー
ム
（
松
高
）

三
　
位
　
松
之
山
チ
ー
ム

　
〃
　
　
黒
て
か
り
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
高
〉

敢
闘
賞
　
の
り
ち
ゃ
ん
ず

の
　
　
ク
メ全

第
二
回
郡
テ
ニ
ス
大
会

松
之
山
が
一

　
今
年
が
二
回
目
と
い
う
東
頸
城

郡
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
（
ダ
、
ブ
ル
ス
）

が
、
十
月
二
十
六
日
の
日
曜
日
に

牧
村
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
開
催
さ

れ
、
松
之
山
か
ら
出
場
し
た
チ
ー

ム
が
一
・
二
位
を
独
占
す
る
と
い

う
活
躍
で
し
た
。

　
こ
の
大
会
、
ま
だ
郡
内
の
人
達

に
な
じ
み
が
薄
い
せ
い
か
参
加
者

が
少
な
く
、
ち
ょ
っ
と
淋
し
い
大

会
で
し
た
が
、
そ
の
分
選
手
同
志

の
交
流
が
深
ま
り
、
意
義
深
い
大

ぎ若毯

一
一
位
を
独
占

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
テ
ニ
ス
愛
好
者
の
み
な
さ
ん
、

来
年
は
是
非
参
加
し
て
下
さ
い
．

軟
式
の
部
や
女
ヂ
ダ
、
ブ
ル
ス
も
あ

り
ま
す
．

▽
大
会
成
績
（
硬
式
）

優
勝
佐
藤
強
・
佐
藤
恵
一
組

　
　
　
　
　
　
（
松
之
山
町
）

準
優
勝
　
高
橋
一
夫
⊥
尚
橋
重
勝

　
　
　
紐
　
（
松
之
山
町
）

三
位
羽
深
豊
・
武
田
博
一
組

　
　
　
　
　
　
（
牧
　
村
）｝ニスに夢中“

霧夢
、劃ア

○
藤
　
倉

O
湯
　
本

○
東
　
川

o
天
水
島

○
東
　
川

小
野
塚
古
三
郎

渕
岡
巳
宙
心
子

小
野
塚
ひ
ろ
子

小
野
塚
一
　
弘

高
橋
　
剛
士

高
橋
　
祐
子

小
野
塚
禾
乃
　
｝

小
野
塚
　
　
稔

　
日
常
生
活
の
な
か
、
で
、
手
軽

に
出
来
る
運
動
、
た
と
え
ば
ラ

．

シ
オ
休
操
・
な
わ
と
び
・
．
シ
ョ

ギ
ン
グ
等
を
一
年
問
］
○
○
日

を
目
標
に
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

と
い
う
こ
と
で
行
な
っ
て
い
る

一
〇
〇
日
運
動
、
早
く
も
八
名

の
方
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
運
動
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
る

今
、
あ
な
た
も
コ
タ
ツ
に
し
が

み
つ
い
て
い
な
い
で
、
こ
れ
か

ら
、
、
て
も
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

室・教’87親子スキ

開設のお知らせ
タ
ィ磯

。

　
町
公
民
館
で
は
昨
年
に
引
続
き
、

親
子
ス
キ
ー
教
室
を
開
設
い
た
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
配
布
さ
れ
る

チ
ラ
シ
を
脈
、
｝
覧
下
さ
い
。

▽
内
容

一
、
期
日
未
定
（
三
回
の
予
定
）

二
、
会
場
　
温
泉
ス
キ
：
場

三
、
講
師
　
ス
キ
i
学
校
講
師

四
、
申
込
み
、
ま
た
は
お
問
合
せ

　
　
先
　
　
町
公
民
館

　
　
電
話
　
六
－
二
二
六
五

　
初
心
者
の
方
も
、
少
し
出
来
る

方
も
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ス
キ
ー
学
校
の
講
師
が
親
切
、

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
度

東
頸
城
郡
囲
碁
大
会
成
績

　
今
年
度
の
郡
囲
碁
大
会
は
、
十

一
月
三
十
日
松
之
山
自
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ
れ
、
三

十
八
名
に
よ
っ
て
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
成
　
績

○
初
段
・
格
以
上
の
部

優
勝
　
、
石
塚
幸
貞
　
松
之
山
町

二
位
　
小
池
一
雄
　
安
塚
町

三
位
村
山
伸

〇
一
級
～
三
級
の
部

優
勝
　
中
村
昭
一
　

一
一
位
　
小
山
正
明

三
位
　
秋
山
利
作

〇
四
級
以
下
の
部

優
勝
　
南
．
雲
晴
夫

一
↓
位
　
中
村
義
一

三
位
　
小
野
塚
耕
三

松
之
山
町

大
、
酷
村

大
島
村

松
代
町

松
之
山
町

松
代
町
松
之
山
町

（11）まつのやま

郡6人制バレーボー大会

　
郡
六
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
十
一
月
二
十
三
日
、
浦
川
原
村

民
体
育
館
で
十
ニ
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
行
わ
れ
、
松
之
山
チ
ー
ム
が

三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
松
之
山
か
ら
は
、
布
川
と
松
之

山
の
ニ
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
の
で

す
が
、
布
川
チ
ー
ム
は
惜
し
く
も

決
勝
リ
ー
グ
に
進
め
ま
せ
ん
で
し

た
。

▼
大
△
工
成
績

　
一
位
　
安
塚
高
校
A
チ
ー
ム

　
ニ
位
　
紅
睦
会
チ
ー
ム

　
三
位
　
松
之
山
チ
ー
ム

東部親善卓球大会

　
松
之
山
・
松
代
両
町
の
卓
球
ク

ラ
ブ
、
愛
好
者
に
よ
る
第
五
回
親

善
ヒ
早
球
大
会
が
、
十
一
月
二
十
三

日
松
代
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
、

男
子
四
十
六
人
、
女
子
二
十
九
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
中
学
・
高
校
・

　
一
般
が
一
緒
に
試
合
す
る
（
中

学
生
に
は
五
点
が
与
え
ら
れ
る
）

の
で
す
が
、
浦
田
中
学
校
の
二
人

が
頑
．
張
っ
て
優
勝
し
ま
し
た
。

W
翌
雌

解
翅
浦
憾

ピンポン大会第6回
　
今
年
で
六
回
目
を
迎
え
た
松
之

山
町
ピ
ン
ポ
ン
大
会
が
、
十
一
月

三
十
日
町
民
体
育
館
を
会
場
に
行

わ
れ
、
小
学
生
か
ら
一
般
の
大
人

ま
で
八
十
四
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
天
気
が
良
か
っ
た
割
に
、
体
育

館
の
中
は
寒
か
っ
た
の
で
す
が
、

選
手
の
熱
気
だ
け
は
人
一
倍
強
く

感
じ
ら
れ
た
大
会
で
し
た
。

▼
大
ム
本
成
績

○
小
学
生
の
部
　
（
三
十
三
名
）

優
　
勝
　
飯
塚
　
一
馬
（
浦
）

二
位
久
保
田
雅
朋
（
浦
）

三
位
山
口
栄
二
（
浦
）

o
中
学
生
女
子
の
部
（
十
七
名
）

優
　
勝
　
小
堺
小
百
合
（
浦
）

二
　
位
　
本
山
　
直
美
（
浦
）

三
　
位
　
小
野
塚
恵
美
（
松
）

○
中
学
生
男
子
の
部
（
十
四
名
）

優
勝
本
山
武
男
（
浦
）

二
位
倉
重
賢
治
（
浦
）

三
　
位
　
佐
藤
　
　
忍
（
浦
）

〇
一
般
・
高
校
女
子
の
部
（
十
名
）

優
　
勝
　
佐
藤
　
裕
子
（
高
）

二
位
岡
田
真
理
子
（
一
般
）

三
　
位
　
本
山
　
裕
子
（
高
）

〇
一
般
男
子
の
部
（
十
名
）

優
勝
三
浦
．
勲

二
　
位
　
相
沢
　
孝
文

三
　
位
　
滝
沢
　
　
正
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大
会
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、
町
民

体
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五
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が
、
今
年
は
高
校
生
の
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が
五
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も
あ
り
活
気
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に
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や
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な
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
さ
て
勝
敗
の
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と
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と
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今
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回
目
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東
頸
城

郡
硬
式
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ス
大
会
（
ダ
、
ブ
ル
ス
）

が
、
十
月
二
十
六
日
の
日
曜
日
に

牧
村
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
開
催
さ

れ
、
松
之
山
か
ら
出
場
し
た
チ
ー

ム
が
一
・
二
位
を
独
占
す
る
と
い

う
活
躍
で
し
た
。

　
こ
の
大
会
、
ま
だ
郡
内
の
人
達

に
な
じ
み
が
薄
い
せ
い
か
参
加
者

が
少
な
く
、
ち
ょ
っ
と
淋
し
い
大

会
で
し
た
が
、
そ
の
分
選
手
同
志

の
交
流
が
深
ま
り
、
意
義
深
い
大

ぎ若毯

一
一
位
を
独
占

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
テ
ニ
ス
愛
好
者
の
み
な
さ
ん
、

来
年
は
是
非
参
加
し
て
下
さ
い
．

軟
式
の
部
や
女
ヂ
ダ
、
ブ
ル
ス
も
あ

り
ま
す
．

▽
大
会
成
績
（
硬
式
）

優
勝
佐
藤
強
・
佐
藤
恵
一
組

　
　
　
　
　
　
（
松
之
山
町
）

準
優
勝
　
高
橋
一
夫
⊥
尚
橋
重
勝

　
　
　
紐
　
（
松
之
山
町
）

三
位
羽
深
豊
・
武
田
博
一
組

　
　
　
　
　
　
（
牧
　
村
）｝ニスに夢中“

霧夢
、劃ア

○
藤
　
倉

O
湯
　
本

○
東
　
川

o
天
水
島

○
東
　
川

小
野
塚
古
三
郎

渕
岡
巳
宙
心
子

小
野
塚
ひ
ろ
子

小
野
塚
一
　
弘

高
橋
　
剛
士

高
橋
　
祐
子

小
野
塚
禾
乃
　
｝

小
野
塚
　
　
稔

　
日
常
生
活
の
な
か
、
で
、
手
軽

に
出
来
る
運
動
、
た
と
え
ば
ラ

．

シ
オ
休
操
・
な
わ
と
び
・
．
シ
ョ

ギ
ン
グ
等
を
一
年
問
］
○
○
日

を
目
標
に
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

と
い
う
こ
と
で
行
な
っ
て
い
る

一
〇
〇
日
運
動
、
早
く
も
八
名

の
方
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
運
動
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
る

今
、
あ
な
た
も
コ
タ
ツ
に
し
が

み
つ
い
て
い
な
い
で
、
こ
れ
か

ら
、
、
て
も
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

室・教’87親子スキ

開設のお知らせ
タ
ィ磯

。

　
町
公
民
館
で
は
昨
年
に
引
続
き
、

親
子
ス
キ
ー
教
室
を
開
設
い
た
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
配
布
さ
れ
る

チ
ラ
シ
を
脈
、
｝
覧
下
さ
い
。

▽
内
容

一
、
期
日
未
定
（
三
回
の
予
定
）

二
、
会
場
　
温
泉
ス
キ
：
場

三
、
講
師
　
ス
キ
i
学
校
講
師

四
、
申
込
み
、
ま
た
は
お
問
合
せ

　
　
先
　
　
町
公
民
館

　
　
電
話
　
六
－
二
二
六
五

　
初
心
者
の
方
も
、
少
し
出
来
る

方
も
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ス
キ
ー
学
校
の
講
師
が
親
切
、

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
度

東
頸
城
郡
囲
碁
大
会
成
績

　
今
年
度
の
郡
囲
碁
大
会
は
、
十

一
月
三
十
日
松
之
山
自
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ
れ
、
三

十
八
名
に
よ
っ
て
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
成
　
績

○
初
段
・
格
以
上
の
部

優
勝
　
、
石
塚
幸
貞
　
松
之
山
町

二
位
　
小
池
一
雄
　
安
塚
町

三
位
村
山
伸

〇
一
級
～
三
級
の
部

優
勝
　
中
村
昭
一
　

一
一
位
　
小
山
正
明

三
位
　
秋
山
利
作

〇
四
級
以
下
の
部

優
勝
　
南
．
雲
晴
夫

一
↓
位
　
中
村
義
一

三
位
　
小
野
塚
耕
三

松
之
山
町

大
、
酷
村

大
島
村

松
代
町

松
之
山
町

松
代
町
松
之
山
町

（11）まつのやま

郡6人制バレーボー大会

　
郡
六
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
十
一
月
二
十
三
日
、
浦
川
原
村

民
体
育
館
で
十
ニ
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
行
わ
れ
、
松
之
山
チ
ー
ム
が

三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
松
之
山
か
ら
は
、
布
川
と
松
之

山
の
ニ
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
の
で

す
が
、
布
川
チ
ー
ム
は
惜
し
く
も

決
勝
リ
ー
グ
に
進
め
ま
せ
ん
で
し

た
。

▼
大
△
工
成
績

　
一
位
　
安
塚
高
校
A
チ
ー
ム

　
ニ
位
　
紅
睦
会
チ
ー
ム

　
三
位
　
松
之
山
チ
ー
ム

東部親善卓球大会

　
松
之
山
・
松
代
両
町
の
卓
球
ク

ラ
ブ
、
愛
好
者
に
よ
る
第
五
回
親

善
ヒ
早
球
大
会
が
、
十
一
月
二
十
三

日
松
代
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
、

男
子
四
十
六
人
、
女
子
二
十
九
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
中
学
・
高
校
・

　
一
般
が
一
緒
に
試
合
す
る
（
中

学
生
に
は
五
点
が
与
え
ら
れ
る
）

の
で
す
が
、
浦
田
中
学
校
の
二
人

が
頑
．
張
っ
て
優
勝
し
ま
し
た
。

W
翌
雌

解
翅
浦
憾

ピンポン大会第6回
　
今
年
で
六
回
目
を
迎
え
た
松
之

山
町
ピ
ン
ポ
ン
大
会
が
、
十
一
月

三
十
日
町
民
体
育
館
を
会
場
に
行

わ
れ
、
小
学
生
か
ら
一
般
の
大
人

ま
で
八
十
四
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
天
気
が
良
か
っ
た
割
に
、
体
育

館
の
中
は
寒
か
っ
た
の
で
す
が
、

選
手
の
熱
気
だ
け
は
人
一
倍
強
く

感
じ
ら
れ
た
大
会
で
し
た
。

▼
大
ム
本
成
績

○
小
学
生
の
部
　
（
三
十
三
名
）

優
　
勝
　
飯
塚
　
一
馬
（
浦
）

二
位
久
保
田
雅
朋
（
浦
）

三
位
山
口
栄
二
（
浦
）

o
中
学
生
女
子
の
部
（
十
七
名
）

優
　
勝
　
小
堺
小
百
合
（
浦
）

二
　
位
　
本
山
　
直
美
（
浦
）

三
　
位
　
小
野
塚
恵
美
（
松
）

○
中
学
生
男
子
の
部
（
十
四
名
）

優
勝
本
山
武
男
（
浦
）

二
位
倉
重
賢
治
（
浦
）

三
　
位
　
佐
藤
　
　
忍
（
浦
）

〇
一
般
・
高
校
女
子
の
部
（
十
名
）

優
　
勝
　
佐
藤
　
裕
子
（
高
）

二
位
岡
田
真
理
子
（
一
般
）

三
　
位
　
本
山
　
裕
子
（
高
）

〇
一
般
男
子
の
部
（
十
名
）

優
勝
三
浦
．
勲

二
　
位
　
相
沢
　
孝
文

三
　
位
　
滝
沢
　
　
正
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年末年始
休診日のお知らせ

　年末年始における松之山診療所と県立松代病院の休診日は、

次のようになっていますので注意をお願いします。

　今年は日曜日などの関係で、休診日が例年より2日ばかり長

くなっていますので、投薬を受けている方は、先生にご相談く

ださい。　　　　　　　　，

◎松之山診療所

12月28日（日）～　1月4日（日）までの8日間

◎県立松代病院

12月28日 休診（但し急患診療） 元　　日 休診（但し急患診療）

29日 〃（　　〃　　） 1月2日 ’ノ（　　〃　　）

30日 通常の診療 3日 〃（　　”　　）

31日 休診（但し急患診療） 4日 ’1（　　〃　　）

1、一般診療の患者さんは、12月30日をご利用ください。

2、期間中、薬が無くなる事のないように注意して処方します

　が、無くなるような場合は12月30日に来院してください。

3、救急の患者さんは、毎日受付けております。

公
給
領
収
証
を

　
　
　
　
受
け
と
り
ま
し
ょ
う

　
料
理
飲
食
等
消
費
税
は
、
料
理

店
・
バ
ー
・
旅
館
・
飲
食
店
な
ど

を
利
用
し
た
と
き
に
料
金
と
一
緒

に
支
払
っ
て
い
た
だ
く
県
税
で

す
。　
み
な
さ
ん
か
ら
税
金
を
受
け
と

っ
た
し
る
し
と
し
て
必
ら
ず
「
公

給
領
収
証
」
を
渡
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
　
「
公
給
領
収
証
」
を
受
け

と
る
こ
と
に
よ
っ
て
正
し
い
納
税

に
つ
な
が
り
、
明
朗
会
計
に
も
役

立
ち
ま
す
．

　
こ
れ
か
ら
忘
年
会
や
新
年
会
の

シ
ー
、
ズ
ン
と
な
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ

「
公
給
領
収
証
し
を
お
受
け
と
り

く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
税
が
課
税
さ
れ
る
場
合

で
、
　
「
公
給
領
収
証
」
を
渡
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
は
、
財
務
事
務
所

ま
で
恥
、
一
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
上
越
財
務
事
務
所
（
課
税
課
）

電
話
〇
二
．
五
五
－
二
．
五
上
三

　
一
一
ま
で
．

　　　63年完成に向け

急ピッチで工事が進む

4
、

松之山小学校

　
五
億
．
五
千
万
円
の
経
費
を
投
入

し
て
新
築
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
松
之
山
小
学
校
。
降
轡
を
前
に

し
て
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
．

　
六
十
三
年
四
月
に
は
、
黒
倉
分

校
、
三
省
小
学
校
の
児
童
と
一
緒

に
、
新
校
舎
で
の
勉
強
が
出
来
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
た
広

い
校
舎
。
子
供
達
が
の
び
／
＼
勉

強
で
き
る
よ
う
な
工
夫
が
沢
山
も

り
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。

現在の校舎の上にひときわ高く体育館の屋根が
見える　　　　　　　　　　　（口月20日写）

冬期間の
ガス・水道

事故を
なくしましょう

　
こ
れ
か
ら
降
雪
の
時
期
を
迎
え
、

水
道
の
破
裂
や
L
P
ガ
ス
が
漏
れ

る
と
い
ラ
事
故
が
起
き
や
す
く
な

り
ま
す
。
次
の
点
に
注
意
し
て
事

故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◎
水
道

▽
長
期
間
留
守
に
す
る
と
ぎ
は
、

・
元
栓
を
し
め
て
下
さ
い
。

▽
冬
期
間
使
用
し
な
い
蛇
口
は
、
曽

　
十
分
な
保
温
対
策
を
。

▽
土
か
ら
家
の
中
へ
の
立
ち
上
が

　
り
の
部
分
が
一
番
凍
り
や
す
い

　
の
で
保
温
は
キ
チ
ン
と
。

▽
冷
え
込
む
と
き
は
、
ワ
リ
バ
シ

　
ほ
ど
の
太
さ
に
水
を
出
し
て
お

　
く
。

▽
水
圧
が
急
に
下
が
っ
た
ら
役
場

　
水
道
係
に
連
絡
す
る
。

　
メ
ー
タ
ー
よ
り
中
で
漏
水
し
て

い
た
の
に
気
、
づ
か
ず
に
、
春
に
高

額
な
水
道
料
の
請
求
が
行
っ
て
驚

ろ
か
れ
る
家
が
毎
年
あ
り
ま
す
。

　
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
L
p
ガ
ス

▽
雪
が
降
る
前
に
、
ボ
ン
ベ
が
倒

　
れ
な
い
よ
う
ク
サ
リ
で
固
定
す

　
る
な
ど
の
処
置
を
し
て
く
だ
さ

　
い
。

▽
家
へ
の
引
き
込
み
口
は
大
丈
夫

　
で
す
か
？
　
、
ゴ
ム
の
ホ
ー
ス
が

　
抜
け
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り

　
と
保
護
し
て
く
だ
さ
い
。

新
潟
県
史
刊
行
の
御
案
内

　
　
　
　
　
　
　
予
約
募
集
中

⑬まつのやま

讐罐”舞
　
　
　
　
づ
　
ド
ノ

ら
鞭
．
厨
b
、
㍉
噂
．
．

冬
林
み
に

λ
，
た
5
透
ん
で

　
（
京
3
h

　
　
，
　
　
一
c
■
、

　
　
ヶ
　
う

　
　
ご
か

プ
メ
ダ
メ

浸
写
期
で

・
τ
し
宏
だ

へ／
ノ

記
蜂
侵

な
、
『
．
・

リ
コ
ス
マ
又
宴
．
宴

）
し
、
望
ト
璋
末
で

酵
足
認

厨
「
、
－

璽
　
　
　
一

愚
書
ヱ
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
　
　
ぐ⑤

　
　
　
廠
餐
凌

磁偽

｝ 　
新
潟
県
が
立
県
百
年
の
記
念
事

業
と
し
て
、
編
さ
ん
を
進
め
て
い

る
「
新
潟
県
史
」
は
昨
年
度
に
続

い
て
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
に
四

巻
が
刊
行
さ
れ
ま
す
。

　
刊
行
予
定
の
四
巻
は
、
通
史
編

三
巻
と
別
編
一
巻
で
、
特
に
通
史

編
三
巻
は
図
版
・
写
真
を
豊
富
に

取
り
揃
え
た
親
し
み
や
す
い
県
史

で
す
。
ま
た
、
別
編
は
人
物
に
関

す
る
基
本
資
料
を
収
載
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
機
会
に
多
く
の
皆
様
の
軌
、
）

購
読
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
か
な
り

　
　
　
　
　
　
セ
マ

孝
ノ
な
φ
ね

（
ぞ
一

－
訴
　
　
　
／

　
な
お
、
昨
年
度
ま
で
に
刊
行
さ

れ
た
二
五
巻
も
㌔
、
』
高
評
を
得
て
、

県
内
外
の
方
々
に
愛
読
さ
れ
て
い

ま
す
．

◎
昭
和
六
十
一
年
度
刊
行
巻
の
頒

布
価
格

　
O
通
史
編
2
（
中
世
）
・
通
史

　
　
編
（
近
世
一
）
・
通
史
編

　
　
（
近
代
一
）
い
ず
れ
も
一
巻

　
　
三
、
六
〇
〇
円
。

　
O
別
編
3
（
人
物
編
）

　
　
　
　
　
四
、
八
○
○
円

　
　
（
分
売
可
、
送
料
別
）

　
な
お
、
既
刊
の
二
五
巻
も
在
庫

が
あ
り
ま
す
の
で
、
㌔
、
』
注
文
く
だ

さ
い
。

◎
申
込
先

　
〒
九
五
〇
　
新
潟
市
新
光
町
四

　
　
番
地
一

　
　
新
潟
県
総
務
部
県
史
編
さ
ん

　
室
電
話
〇
二
五
－
二
八
五
－
五

　
五
一
一
（
内
）
一
二
〇
一

◎
申
込
方
法
　
官
襲
ハ
ガ
キ
に
住

　
所
・
氏
名
・
購
入
巻
名
・
冊
数
・

　
公
私
用
別
・
電
話
番
号
な
ど
を

　
記
入
し
て
、
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。
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年末年始
休診日のお知らせ

　年末年始における松之山診療所と県立松代病院の休診日は、

次のようになっていますので注意をお願いします。

　今年は日曜日などの関係で、休診日が例年より2日ばかり長

くなっていますので、投薬を受けている方は、先生にご相談く

ださい。　　　　　　　　，

◎松之山診療所

12月28日（日）～　1月4日（日）までの8日間

◎県立松代病院

12月28日 休診（但し急患診療） 元　　日 休診（但し急患診療）

29日 〃（　　〃　　） 1月2日 ’ノ（　　〃　　）

30日 通常の診療 3日 〃（　　”　　）

31日 休診（但し急患診療） 4日 ’1（　　〃　　）

1、一般診療の患者さんは、12月30日をご利用ください。

2、期間中、薬が無くなる事のないように注意して処方します

　が、無くなるような場合は12月30日に来院してください。

3、救急の患者さんは、毎日受付けております。

公
給
領
収
証
を

　
　
　
　
受
け
と
り
ま
し
ょ
う

　
料
理
飲
食
等
消
費
税
は
、
料
理

店
・
バ
ー
・
旅
館
・
飲
食
店
な
ど

を
利
用
し
た
と
き
に
料
金
と
一
緒

に
支
払
っ
て
い
た
だ
く
県
税
で

す
。　
み
な
さ
ん
か
ら
税
金
を
受
け
と

っ
た
し
る
し
と
し
て
必
ら
ず
「
公

給
領
収
証
」
を
渡
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
　
「
公
給
領
収
証
」
を
受
け

と
る
こ
と
に
よ
っ
て
正
し
い
納
税

に
つ
な
が
り
、
明
朗
会
計
に
も
役

立
ち
ま
す
．

　
こ
れ
か
ら
忘
年
会
や
新
年
会
の

シ
ー
、
ズ
ン
と
な
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ

「
公
給
領
収
証
し
を
お
受
け
と
り

く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
税
が
課
税
さ
れ
る
場
合

で
、
　
「
公
給
領
収
証
」
を
渡
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
は
、
財
務
事
務
所

ま
で
恥
、
一
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
上
越
財
務
事
務
所
（
課
税
課
）

電
話
〇
二
．
五
五
－
二
．
五
上
三

　
一
一
ま
で
．

　　　63年完成に向け

急ピッチで工事が進む

4
、

松之山小学校

　
五
億
．
五
千
万
円
の
経
費
を
投
入

し
て
新
築
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
松
之
山
小
学
校
。
降
轡
を
前
に

し
て
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
．

　
六
十
三
年
四
月
に
は
、
黒
倉
分

校
、
三
省
小
学
校
の
児
童
と
一
緒

に
、
新
校
舎
で
の
勉
強
が
出
来
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
た
広

い
校
舎
。
子
供
達
が
の
び
／
＼
勉

強
で
き
る
よ
う
な
工
夫
が
沢
山
も

り
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。

現在の校舎の上にひときわ高く体育館の屋根が
見える　　　　　　　　　　　（口月20日写）

冬期間の
ガス・水道

事故を
なくしましょう

　
こ
れ
か
ら
降
雪
の
時
期
を
迎
え
、

水
道
の
破
裂
や
L
P
ガ
ス
が
漏
れ

る
と
い
ラ
事
故
が
起
き
や
す
く
な

り
ま
す
。
次
の
点
に
注
意
し
て
事

故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◎
水
道

▽
長
期
間
留
守
に
す
る
と
ぎ
は
、

・
元
栓
を
し
め
て
下
さ
い
。

▽
冬
期
間
使
用
し
な
い
蛇
口
は
、
曽

　
十
分
な
保
温
対
策
を
。

▽
土
か
ら
家
の
中
へ
の
立
ち
上
が

　
り
の
部
分
が
一
番
凍
り
や
す
い

　
の
で
保
温
は
キ
チ
ン
と
。

▽
冷
え
込
む
と
き
は
、
ワ
リ
バ
シ

　
ほ
ど
の
太
さ
に
水
を
出
し
て
お

　
く
。

▽
水
圧
が
急
に
下
が
っ
た
ら
役
場

　
水
道
係
に
連
絡
す
る
。

　
メ
ー
タ
ー
よ
り
中
で
漏
水
し
て

い
た
の
に
気
、
づ
か
ず
に
、
春
に
高

額
な
水
道
料
の
請
求
が
行
っ
て
驚

ろ
か
れ
る
家
が
毎
年
あ
り
ま
す
。

　
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
L
p
ガ
ス

▽
雪
が
降
る
前
に
、
ボ
ン
ベ
が
倒

　
れ
な
い
よ
う
ク
サ
リ
で
固
定
す

　
る
な
ど
の
処
置
を
し
て
く
だ
さ

　
い
。

▽
家
へ
の
引
き
込
み
口
は
大
丈
夫

　
で
す
か
？
　
、
ゴ
ム
の
ホ
ー
ス
が

　
抜
け
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り

　
と
保
護
し
て
く
だ
さ
い
。

新
潟
県
史
刊
行
の
御
案
内

　
　
　
　
　
　
　
予
約
募
集
中

⑬まつのやま

讐罐”舞
　
　
　
　
づ
　
ド
ノ

ら
鞭
．
厨
b
、
㍉
噂
．
．

冬
林
み
に

λ
，
た
5
透
ん
で

　
（
京
3
h

　
　
，
　
　
一
c
■
、

　
　
ヶ
　
う

　
　
ご
か

プ
メ
ダ
メ

浸
写
期
で

・
τ
し
宏
だ

へ／
ノ

記
蜂
侵

な
、
『
．
・

リ
コ
ス
マ
又
宴
．
宴

）
し
、
望
ト
璋
末
で

酵
足
認

厨
「
、
－

璽
　
　
　
一

愚
書
ヱ
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
　
　
ぐ⑤

　
　
　
廠
餐
凌

磁偽

｝ 　
新
潟
県
が
立
県
百
年
の
記
念
事

業
と
し
て
、
編
さ
ん
を
進
め
て
い

る
「
新
潟
県
史
」
は
昨
年
度
に
続

い
て
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
に
四

巻
が
刊
行
さ
れ
ま
す
。

　
刊
行
予
定
の
四
巻
は
、
通
史
編

三
巻
と
別
編
一
巻
で
、
特
に
通
史

編
三
巻
は
図
版
・
写
真
を
豊
富
に

取
り
揃
え
た
親
し
み
や
す
い
県
史

で
す
。
ま
た
、
別
編
は
人
物
に
関

す
る
基
本
資
料
を
収
載
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
機
会
に
多
く
の
皆
様
の
軌
、
）

購
読
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
か
な
り

　
　
　
　
　
　
セ
マ

孝
ノ
な
φ
ね

（
ぞ
一

－
訴
　
　
　
／

　
な
お
、
昨
年
度
ま
で
に
刊
行
さ

れ
た
二
五
巻
も
㌔
、
』
高
評
を
得
て
、

県
内
外
の
方
々
に
愛
読
さ
れ
て
い

ま
す
．

◎
昭
和
六
十
一
年
度
刊
行
巻
の
頒

布
価
格

　
O
通
史
編
2
（
中
世
）
・
通
史

　
　
編
（
近
世
一
）
・
通
史
編

　
　
（
近
代
一
）
い
ず
れ
も
一
巻

　
　
三
、
六
〇
〇
円
。

　
O
別
編
3
（
人
物
編
）

　
　
　
　
　
四
、
八
○
○
円

　
　
（
分
売
可
、
送
料
別
）

　
な
お
、
既
刊
の
二
五
巻
も
在
庫

が
あ
り
ま
す
の
で
、
㌔
、
』
注
文
く
だ

さ
い
。

◎
申
込
先

　
〒
九
五
〇
　
新
潟
市
新
光
町
四

　
　
番
地
一

　
　
新
潟
県
総
務
部
県
史
編
さ
ん

　
室
電
話
〇
二
五
－
二
八
五
－
五

　
五
一
一
（
内
）
一
二
〇
一

◎
申
込
方
法
　
官
襲
ハ
ガ
キ
に
住

　
所
・
氏
名
・
購
入
巻
名
・
冊
数
・

　
公
私
用
別
・
電
話
番
号
な
ど
を

　
記
入
し
て
、
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。
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広
報
ま
つ
の
や
ま
8
6
年
1
2
月
号
□
毎
月
－
回
m
日
発
循

ロ
発
行
／
松
之
山
町
葛
3
－
3
－
□
編
集
／
議
会
霧
局

まつのやま（哺

年長組の4人です

制

たなかつとむくん
お父さんがユンボで仕事をしているところ

お遊ぎ会で踊っているところ

女の子と花です

さとうゆきさん

たなべゆきこさん

ロボットが遊んでいるところ　さとうくにひろくん

年末年始の防犯運動

12月11日～1月10日
　本年も残りわずかとなりましたが、年末

の慌ただしさは、とかく心のゆとりをなく

するものです。このため、例年この時期に

は心のスキをねらった犯罪が多くなります。

　警察では、これらの犯罪を防ぐため12月

11日～1月10日までを「年末年始特別警戒」

期間と定め、各種団体と協力してこれに当

たることにしています。

皆さんも防犯に心がけ、平和で楽しい正

月が迎えられるようにしましょう。

工業統計調査にご協力を！

　製造業の現況を調査する、「工業統計調査」

が12月31日現在で実施されます。

　この調査は、製造業の状況を明らかにし、

国民生活の広い分野で、調査結果を利用して

住みよい日本を築くために、毎年行われてい

ます。

　松之山町では24の事業所で実施されます。

　事業所の皆様には、年末で何かとさ多用中

のことと存じますが、この調査にこ協力をお

願いします。

　
　
こ
よ
み
、

▼
十
一
月
の
で
き
ご
と

9
H
　
町
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

B
H
　
議
会
建
設
委
員
会

18

日
　
除
中
，
要
員
打
合
せ
会

20

日
　
農
業
団
体
等
職
員
連
絡
協

　
　
議
会
・
民
生
委
貝
会

25

日
　
母
子
保
健
推
進
員
研
修
会

28

日
　
部
落
総
代
会

29

H
『
議
会
産
業
経
済
委
員
会

　
　
保
安
要
員
打
合
せ
会

　
3
0
日
　
郡
囲
碁
大
会
（
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
町
ピ
ン
ポ
ン
大
会

▼
＋
二
の
予
定

　
－
日
　
農
業
委
員
会
総
会

　
H
日
　
ス
キ
ー
場
安
全
祈
願
、
祭

　
1
4
U
　
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン

　
2
3
日
　
議
会
定
例
会
（
2
4
日
ま
で
）

27

H
　
宮
庁
御
用
納
め

28

H
　
出
稼
ぎ
帰
省
バ
ス
（
2
9
日

　
　
　
ま
で
）

　
　
　
お
知
ら
せ

　
町
広
報
を
い
つ
も
読
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う

こ
ざ
い
ま
す
。

　
広
報
に
対
し
ま
し
て
の
要
望
の

中
に
、
以
前
連
載
し
て
お
り
ま
し

た
．
戸
籍
の
明
暗
（
う
ぶ
声
・
お
く

や
み
）
を
再
び
掲
載
し
て
ほ
し
い

と
い
う
声
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　
住
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
盛
ん

に
叫
ば
れ
て
い
る
時
代
で
す
の
で
、

時
問
を
か
け
て
検
討
し
た
結
果
、

…
月
号
よ
り
う
ぶ
声
・
お
く
や
み

に
限
っ
て
掲
載
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

尉
し
い
た
し
ま
す
。

　
尚
、
ど
う
し
て
も
載
せ
て
ほ
し

く
な
い
と
い
う
方
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
面
倒
で
も
広
報
係
ま
で
お

知
ら
せ
願
い
ま
す
。
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